
 

 

 

当協会は、令和6年9月1日をもちまして、創立60周年を

迎えます。当協会が設立された昭和39年当時、建設業に

おける労働災害による死亡者数は2,405人と、非常に多く

の尊い命が失われていましたが、これまでの60年間、会

員各位のご理解とご協力、行政機関のご指導、関係団体

のご協力をいただきながら、建設業の安全衛生水準の向

上に向けて各種事業を積極的に推進してまいりました。 

その結果、死亡災害は協会設立時と比べて約10分の1に

まで大幅に減少してきました。 

これもひとえに、会員各位をはじめとする関係者の熱心な

日々の労働災害防止活動の賜物と心から感謝申し上げます。今

後とも変わらぬご支援、ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

建設業労働災害防止協会 会長 今井雅則 

 

 

 

宮城県支部は、本部創立の約2か月後、昭和39年10月31日に会員

371社で発足しました。 

昭和39年当時の宮城県内の建設業の労働災害による死亡者は22

名、休業8日以上の死傷者数は841名に及んでおりました。令和5年

は死亡者4名、休業4日以上の死傷者数は300名と大幅に減少してお

ります。 

現在当支部会員は767社となっています。会員等関係者の皆さま

には、自主的安全管理活動への真摯なお取組みと、当支部の諸活動

への深いご理解・ご支援をいただき、深甚より感謝申し上げます。 

今後とも、建設業で働く皆様のご安全とご健康の更なる向上を図

るため、微力ながら邁進してまいる所存でございますので、引き続

きご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。      

 建設業労働災害防止協会 宮城県支部長 千葉嘉春 

建災防は創立60周年を迎えました！

60周年記念キャラクター 

建災防宮城県支部も創立60周年です！



        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

『斜面の点検者に対する安全教育』の臨時開催について 

「斜面崩壊による労働災害の防止対策に関するガイドライン」（平成２７年６月２９日

付基安安発０６２９第１号）では、斜面の点検等が適切に実施されるよう点検者として指

名される者に対する安全教育の実施等が示されております。  

  当支部では、近年、大雨等による土砂崩壊による労働災害のリスクが高まっていること

から、斜面崩壊による労働災害防止対策として、標記教育を臨時に実施いたします。 

１． 開催日時 ： 令和 6 年 12 月 3 日（火） 13:00～17:30 

２． 開催場所 ： 宮城県建設産業会館 7 階会議室 

３． 募集定員 ： 40 名 

４． 受 講 料 ： 9,000 円（消費税、テキスト代含）～支部会員 8,000 円 

５． 申込方法：当支部ホームページ受講案内の予約サイトからご予約ください。 

 

 

ここ数年、化学物質に係る労働衛生対策、個人事業者等に対する注文者の健康障害防止対策が

強化されています。来年以降、安全対策に係る一人親方等への注文者が配慮すべき対策の追加、労

働者死傷病報告の電子申請の義務等が施行されることとなっております。 

この度、建災防宮城県支部では、喫緊の課題として対処が必要な関係法令の改正等について、宮

城労働局担当官による説明会を開催します。 

会員の皆様には、この機会をぜひご活用いただきますようお願いします。 

 （受講料は無料です） 

１ 日時 令和 6年 11月 11日（月）13:30～16:00（予定） 

２ 場所 宮城県建設産業会館 1階大会議室 

３ 内容 

(1) 労働者死傷病報告等の報告事項の追加及び電子申請の義務化について 

(2) 一人親方等への労働安全衛生法の適用拡大について 

(3) 新たな化学物質規制に係る化学物質管理者、保護具着用管理責任者の選任等について 

(4) その他 

４ 講師  宮城労働局労働基準部健康安全課 担当官 

５ 定員  １００名 

６ 申込方法 建災防宮城県支部ホームページからWEB申込でお願いします。 

 

労働安全衛生関係法令改正説明会の開催について 

「みやぎセーフワーク向上宣言」の登録・更新を 

   「みやぎセーフワーク向上宣言」の登録・ 

更新をお願いします。登録等は、宮城労働局

ホームページをご覧ください。 

 

なお、当支部では、登録・更新いただきました会員企業に 

セーフワークシンボル旗を進呈しています。 

詳しくは、当支部ホームページをご覧ください。 


